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学びの様子か ら～ 2年 2組
11月 16日 に 2年 2組 で算数の研究授業 を行 いました。

『か け算 (2)』 の単元で、「 6の 段の九九の構成の しかた を

理
蟹3,テ Fどだ :侶 ぢぼ贅      ″を「 尊青を 5箱 食

べた ら、全部で何個 のお菓子 を食べた ことにな るか。」 とい

う問いに、子 どもたちか らは 「 5× 6」 や 「 6× 5」 な どの

考えが出 された後、「6の 段の九九をつ くろう。」 とい うめあ

てが共有 され ました。それか ら、ア レイ図やた し算 、図をか

くな どの方法か ら自分で選択 した方法で 自力解決 に取 り組み

ました。その後、 自力解決が終 了した子か ら友だ ち と考 えを

伝 え合 いま した。「た し算 を使 って考 えると、 6+6の 答えにまた 6を た して…」「 6× 1

の答えに 6を たす と…」な ど、自分が書いたものを見せなが ら友だちに分か りやす く説明す

る ことができました。その後、全体で話 し合いました。 自分 と違 う考え方の子の説明にも、

真剣に耳 を傾 け理解 しようと努力 していました。そ して、 どの方法で考えて も答えは同 じに

なることを確認しました。さらに、「6の段の九九の答えは 6ずつ大きくなること」や 「6

の段は、答えに 6ずつたして求めると簡単で分かりやすい」ことを理解することができまし

た。最後に、様々な練習問題に取り組み、「分かつた」「できた」ことを実感することがで

きました。
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交通安全教室で学ぶ

17日 に交通安全教室 をブロック ごとに行 いま した。 当 日

:               至
うことなく生活していつてほしいと思います。

全校集会 にて

かりやすく上手な発表がで
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を守 り、絶対に交通事故 に遭

手に話すことができました。


